
南の丘学園袋井南中学校 

令和６年度 

第１学年 学 年 通 信 

避難所になったら 

 リーダーとして！ 
輝く 原石 

2024年 

9月20日号

   文責 大石 

総合的な学習の時間 “命”を守る「防災学習」！ 

これまで総合的な学習の時間で「防災～災害から家族を守れ！」について探究し、防災意識向上

のためのプレゼンテーションを作成、各御家庭で発表しました。お忙しい中、プレゼンテーション

を聞き、ワークシートへ感想を記入していただきありがとうございました。 

いよいよ「防災オリジナルアイテム作成」に取り掛かります。今日の学びから少しずつ商品に関

する企画書の具体が浮かんできたのではないでしょうか？さらに学びを深め、実社会で活用するこ

とができるようなアイテムを開発しましょう。柔軟な発想、アイデアを楽しみにしています。 

暑い中でしたが、話を真剣に聞く姿勢、活動に取り組む熱量、仲間に自分の意見を積極的に発信

する姿、とても頼もしく思いました。講師の方も感心していました。「いざ！」という時に活躍す

ることができるリーダーとしての素質は十分ある・・・確信しました。 

 

            令和６年度 第１学年 防災学習 
１ 目  的  （１）防災学習を通して、日頃から『防災・減災』への関心を高める。 

（２）防災オリジナルアイテム作成のための知識を身に付ける。 

２ 日  時   令和６年９月１９日（木） 第１校時～第６校時 

３ 活動内容   第 1校時   オリジナル防災アイテム作り 

         第２校時   講話『ふじのくに ジュニア防災士』 

                     ～家族会議で備えを再確認～ 

＜講師＞ 西部地域局管理課 相羽様（HUG指導） 

         第３・４校時 HUG「避難所カードゲーム」 

         第５校時   防災食・避難所生活を体験しよう  

         第６校時   振り返り＋オリジナル防災アイテム作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

HUG：避難所に押し寄せる人達にどう対応するか？決断力が勝負！ 

「防災教育・防災訓練」で意識するべき大切なポイント  
①自分の命を守ることができる ②家庭の防災リーダーになる ③地域の防災リーダーになる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○家族の防災意識向上プレゼンテーション感想〔保護者感想より〕 
・防災に関心を持ち、発生した場合を想定してどのような行動をとるのが良いか、考えられていたと思 

います。中学生になり、大人のいない家で一人で被災する可能性もあることを確認してほしいです。 

どう行動するか考え、行動する内容を親として共有してもらえるとお互いに安心かと思います。 

・私たちが住んでいるところは津波や土砂災害の被害を受けにくいところで、心のどこかで「なんとか

なる」という思いが強かったと思います。でも、娘のプレゼンテーションを聞いて、もう 1度非常持

ち出し品を確認し、最低限の準備をしておこうと思いました。 

・夏休みに南海トラフ臨時情報が発令されたこともあり、一緒に非常持ち出し品や家に備蓄しておいた

方がよい物などを見直すきっかけになりました。いざ！という時にどのように行動をとるべきか、ど

こへ避難するのか、上手にまとめられていたと思います。クイズもなるほど！と勉強になりました。 

・明るいプレゼンテーションだったので、必要以上に怖がることはないですが、過去の事例をもとに十

分な備えが必須だということが分かりました。 

 改めて最近起きた災害を整理してくれていて、いよいよ大きな災害が近づいてきているんだなと気を

引き締め直しました。クイズ形式で学べるプレゼンテーションとなっており、アニメーションも愉快

で楽しませてもらいました。 

・勉強になりました。いざ！という時、すぐに避難できるように非常持ち出し品・備蓄品を確認してお

くことが大切だと感じました。家族の避難場所を再確認する良い機会となりました。 

防災食＆ 

避難所生活体験： 

学級で輪を作って防

災食体験・・・友達と

の会話も弾み、仲良く

いただきました。水よ

りお湯で調理するよ

りおいしい？比較し

てみてください！ 

○防災学習に取り組んだ感想〔フォーサイトより〕 
・今日は 1日総合で、防災について話を聞いたり、避難所生活を行いました。夏に避難することになっ 

たらとても暑くて大変だと思うので、家での備えをしっかりとしたいなと思いました。 

HUGを実際に行ってみて、様々な人が来るなと驚きました。話を聞くと、実際には私達が経験した数 

倍の人数が来ると聞いて、避難所運営は大変だなと思いました。災害は起こってほしくないです。 

・家族で地震の話をしたりすることもあります。一番心配なのは家族バラバラの時に地震がおきること

です。やっぱり連絡がとれないことが一番怖いなと思いました。今日地震の映像をみて自分が思って

いる以上に地震は恐ろしいものだということを実感しました。家に食料や水の備蓄をしたり、危ない

場所を確認しておくなど日頃から気を付けていきたいです。 

・今日は、一日総合がありました。避難訓練をする大切さや避難場所では自分たちが頑張らないといけ

ないと思いました。HUG体験をして、人の割り振りには正確さと判断力が大切だと学びました。 

「朝ごはんリーフレット」実施への御協力御願い  
9/23（月）～9/27（金）朝ごはんチェック記入・保護者より記入 → 30日（月）提出  


